
令和４年度 福島県多面的機能支払推進協議会田んぼダム技術検討会議 

 

第１回 田んぼダム技術検討会議（令和４年５月１７日） 

 令和４年５月１７日に令和４年度 第１回田んぼダム技術検討会議が開催されました。 

 洪水被害軽減モデルの考え方や技術マニュアルの記載項目等について議論しました。洪水被害軽減モデルについては、流域治水プロジェクトが設定

される水系のうち本川へ接続する支川、洪水被害が想定される地域で、田んぼダムに取り組んだ場合にどの程度洪水被害が軽減されるのかシミュレー

ションを行い、その効果を可視化することになります。また、技術マニュアルについては、田んぼダムの仕組み、洪水防止機能の強化方法、堰板の加

工方法や落水口設置の手順、水管理等の項目を記載し、農家等が理解しやすいマニュアルを作成していきます。 

 

第２回 田んぼダム技術検討会議（令和４年７月２１日） 

令和４年７月２１日に令和４年度 第２回田んぼダム技術検討会議が開催されました。 

 洪水被害軽減モデル作成に係るシミュレーションの条件、田んぼダム技術マニュアルの記載内容などについて検討を行いました。洪水被害軽減モデ

ルについては、河川計画 1/30 確率雨量を想定した既存の浸水想定区域図を用いて、田んぼダムの取組による貯留量の条件を変えてシミュレーション

し、可視化します。また、技術マニュアルについては、田んぼダムを実施するための排水調整器具の種類や特徴、それらの器具を自ら設置する際の施

工方法、取組に当たっての留意点などを記載します。 

 

第３回 田んぼダム技術検討会議（令和４年９月１３日） 

 令和４年９月１３日に令和４年度 第３回田んぼダム技術検討会議が開催されました。 

 洪水被害軽減モデルについては、第 2回検討会議において検討された田んぼダムの貯留水位毎にシミュレーションを行い、浸水面積や浸水量の軽減

効果を可視化した結果を確認しました。シミュレーションの条件が分かるように模式図を記載することや、浸水が軽減された箇所の土地利用状況を判

別できるように航空写真を用いるなど修正点について検討が行われました。 

 田んぼダム技術マニュアルについては原案を確認し、分かりやすい言い回しや表現への修正、田んぼダムの概要が分かる一問一答の記載の追記など

意見が出されました。 

 これらの意見を踏まえて、既案の見直しを行い、資料の完成を目指します。 


